
 

 光地区消防組合個人情報保護審査会条例をここに公布する。 

  令和５年２月２１日 

 

 

光地区消防組合 

管理者 市 川   熙    

 

光地区消防組合条例第２号 

   光地区消防組合個人情報保護審査会条例  

 （設置） 

第１条 個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）に基づく個

人情報保護制度の適正かつ公正な運営を確保するため、光地区消防組合個人

情報保護審査会（以下「審査会」という。）を置く。 

 （所掌事務） 

第２条 審査会の所掌事務は、次のとおりとする。 

 (１) 個人情報の保護に関する法律第１０５条第３項の規定により読み替え

て準用する同条第１項の規定による諮問に応じ審査請求について調査審議

すること。 

 (２) 光地区消防組合個人情報保護法施行条例（令和５年光地区消防組合条

例第１号）第１０条の規定による諮問に応じ調査審議すること。 

２ 審査会は、前項に規定する調査審議のほか、個人情報保護制度の運営に関

する重要事項について、実施機関（光地区消防組合個人情報保護法施行条例

第２条第２項に規定する実施機関をいう。以下同じ。）に建議することができ

る。 

 （委員） 

第３条 審査会は、管理者が委嘱する５人以内の委員で組織する。 

２ 委員の任期は、２年とし、再任されることができる。ただし、補欠の委員



 

の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 審査会は、審査のため必要があると認めるときは、審査請求人、実施機関

の職員その他関係者に対して、出席を求め、意見若しくは説明を聴き、又は

必要な資料の提出を求めることができる。 

４ 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も

同様とする。 

 （意見の陳述） 

第４条 審査会は、審査請求人又は参加人（行政不服審査法（平成２６年法律

第６８号）第１３条第４項に規定する参加人をいう。次項において同じ。）の

申立てがあった場合には、当該申立てをした者（以下この条において「申立

人」という。）に口頭で審査請求に係る事件に関する意見を述べる機会を与え

なければならない。ただし、当該申立人の所在その他の事情により当該意見

を述べる機会を与えることが困難であると認められる場合には、この限りで

ない。 

２ 前項本文の規定による意見の陳述（以下この条において「口頭意見陳述」

という。）は、審査会が期日及び場所を指定し、審査請求人、参加人及び諮問

をした実施機関を招集してさせるものとする。 

３ 口頭意見陳述において、申立人は、審査会の許可を得て、補佐人と共に出

頭することができる。 

４ 口頭意見陳述において、審査会は、申立人のする陳述が審査請求に係る事

件に関係のない事項にわたる場合その他相当でない場合には、これを制限す

ることができる。 

５ 口頭意見陳述に際し、申立人は、審査会の許可を得て、審査請求に係る事

件に関し、諮問をした実施機関に対して、質問を発することができる。 

 （委任） 

第５条 この条例に定めるもののほか、審査会の組織及び運営に関し必要な事

項は、規則で定める。 



 

   附 則 

 この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 


